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１ はじめに 

 東北森林管理局管内においては、コンテナ苗の導入から約 10 年が経過し、今後、下刈

等の保育作業を必要とする造林地が増加することから、保育作業の手法確立、効率化が必

要となっています。 

コンテナ苗ついては数々の研究があり、植付工程の簡便化や活着率の良好さ等につい

ての知見が多くなされています。 

 ただし、コンテナ苗植栽地における保育作業についての研究があまり見られないことか

ら、本調査では、当署管内において平成 25 年に設定したカラマツのコンテナ苗下刈省力

化試験地の経過とともに、下刈省力化に向けた効率的な下刈方法及び下刈後の保育作業に

ついて考察しました。 

 

２ 取組・研究方法 

（１） 試験地の概要 

平成 25 年設定の試験地（カラマツコンテナ苗、６月植栽、2,250 本、0.96ha）

は、岩手県二戸市浄法寺字浄法寺第一国有林 201 林班は小班内に面積 225 ㎡（15m

×15m）、植栽本数 50 本の試験地がＡ～Ｄまでの４箇所に設定しており、各試験地

における下刈の実施年及び回数ついては以下のとおりです。 

試験地Ａ：無下刈 

試験地Ｂ：２、４年目下刈 

試験地Ｃ：１、３、５年目下刈 

試験地Ｄ：１～５年目下刈 

 

（２） 調査方法 

各試験地においては、試験木の残存本数、胸高直径、樹高を測定し、算出され

た収量比数（Ry）を収穫予想表（カラマツ・青森県・岩手県・宮城県国有林）の

８年生から算出された収量比数（Ry）により経過状況等を比較しました。 

なお、収量比数（Ry）の算出においては、上層木の平均樹高が必要となるが、

林分が未成熟であることを鑑み、本研究では成立木を上層木として扱うこととし

ました。 

また、各試験地の林況を観察し、今後の保育作業について検討しました。 

 

３ 結果 

（１） 各試験地の測定及び観察結果 

① 試験地Ａ（無下刈） 

残存本数    9/50 本（400 本/ha） 



平均胸高直径  5.1cm 

平均樹高    5.67m  

収量比数（Ry） 0.102 

試験地Ａの林況は、灌木及びホオノキ等広葉樹が繁茂しカラマツを被圧してい

る状況であり、カラマツの枯死木の樹高が主として 1m 前後であることから、植栽

から比較的早い時期に枯死したと推察されます。 

 

② 試験地Ｂ（2、4 年目下刈） 

残存本数    19/50 本（844 本/ha） 

平均胸高直径  6.0cm 

平均樹高    5.26m 

収量比数（Ry） 0.180 

 試験地Ｂの林況は、試験地Ａと同様に灌木及び広葉樹が繁茂し、カラマツにつ

いては 1m 前後の枯死木が主であるが、一部ツルがらみによる枯死が散見されまし

た。 

 また、試験地内において一部表土の流出があり、植栽木の生長を阻害するなど

林況に影響を及ぼしている可能性があります。 

 

③ 試験地Ｃ（1、3、5 年目下刈） 

残存本数    30/50 本（1,333 本/ha） 

平均胸高直径  5.6cm 

平均樹高    5.13m 

収量比数（Ry） 0.256 

 試験地Ｃの林況は、ツルがらみによる枯死及び生長阻害が確認されましたが、

生育不良なカラマツが枯死せず残存している個体が多数確認されました。 

 また、カラマツの枯死による林分内の空隙には、ホオノキの生長が確認されま

した。 

 

④ 試験地Ｄ（1～5 年目下刈） 

残存本数    36/50 本（1,600 本/ha） 

平均胸高直径  9.0cm 

平均樹高    7.67m 

収量比数（Ry） 0.481 

 試験地Ｄの林況は、全体的に成長は良好であるが、試験地Ｃと同様、ツルがら

みによる枯死及び生長阻害が確認されました。 

 

⑤ 基準値とするカラマツ８年生（収穫予想表「青森県・岩手県・宮城県国有林」に

よる）の収量比数等は次のとおりです。 

ha 当たり本数  1,600 本/ha 

平均胸高直径  4.3cm 



平均樹高    3.70m 

収量比数（Ry） 0.234 

 

（２）数量比数（Ry）の比較 

 各試験地の収量比数を基準値と比較すると、試験地Ｃ及びＤについては基準値

を上回る結果となりました。（図１） 

 

図 1.各試験地における収量比数（Ry）の比較 

 

（３）各試験地の比較 

各試験地の測定結果及び林況について表に示します。（表１） 

 

表１.各試験地の調査結果 

試験地Ａ及びＢの植栽木の枯死については、樹高が 1m 前後の個体が多数あり、灌

木や広葉樹が繁茂し、生長している林況から、灌木等が生長し林内を密閉したこと

による湿潤や日照不足が、枯死の原因として推察されます。 
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また、試験地Ａ～Ｃにおいては、枯死によるギャップ（空隙）にホオノキ等の有

用広葉樹が実生しているのが確認されました。 

各試験地の全てにおいて、ツルによる枯死及び生長阻害が確認されました。 

 

４ 考察・結論 

（１） 下刈の省力化とこれからの保育作業 

下刈を 3 回隔年で実施した試験地Ｃについては、収量比数が基準値を上回って

いることから、カラマツ造林地の初期段階の保育作業においては、下刈の省力化

が可能と考えられます。 

各試験地において、ツルによる枯死及び生長阻害が確認され、特に試験地Ｃ及

びＤにおいて顕著に発生していることから、カラマツを健全な状態で育成のため

には、下刈終了後の早い段階で除伐やつる切を実施する必要があると考察しまし

た。 

また、カラマツ造林地の空隙には比較的広葉樹が侵入しやすいことから、将来

的に広葉樹を生かし、混交林に誘導するか、単層林として成林させるか等、保育

作業時点における将来林型を想定しながら保育作業を進めることが重要と考えま

す。 

これらを踏まえ、提唱する保育作業のフローを図に示す（図 2） 

 

図 2.保育作業のフロー 

カラマツ林の健全な育成のためには、前生樹の状況等を勘案した将来型

の想定を行い、植栽後の生育状況や下刈実施後に再度生育状況を観察し、

将来林型を見直した上で、除伐等の早期の保育作業を実施するべきと考え

ます。 

 

 



（２） 今後の展開  

今回得られた成果を参考にして、新規の植栽地において林況を調査し、

将来林型を見据えた下刈及び下刈後の保育作業について、将来林型を定め

るための事例を積み重ねていき、指針等に反映できるようにしていきたい

と考えています。 
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